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Records on lotic Coleoptera of Tane-ga-shima, Kagoshima Prefecture, Japan
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はじめに
種子島の流水性甲虫類の記録は，断片的なもの

があるもののまとまったものがない．筆者らは
2005 年および 2016 年に種子島の流水域において調
査を行い，その中にはいくつかの初記録種が含ま
れていた．本報告では，種子島において採集され
たもののうち，成虫期において流水中で生活する
流水性甲虫類および故緒方健氏からいただいた標
本について記録する．

調査地点
調査地点は以下の通りで，採集データでは地名

を略記した．
住吉：西之表市住吉（岩盤の染み出し）
石堂：西之表市石堂湊川
又延橋：西之表市又延西京川又延橋付近
早稲田川：西之表市安城早稲田川上流
大川田川1：西之表市安城大川田川上流
大川田川2：西之表市安城大川田川の沢
万波：西之表市万波大川田川
岳之田：西之表市岳之田甲女川
小牧野：西之表市小牧野甲女川
安納：西之表市安納安納川

男淵・女淵の滝：中種子町池之平男淵・女淵の滝
上流

屋之平橋：中種子町坂井苦浜川屋之平橋付近
納官：中種子町納官 (小さな流れ)
馬立の岩屋：中種子町増田馬立の岩屋脇の細流
中野：中種子町中野苦浜川
拂山橋：南種子町中之上島間川拂山橋付近
田代：南種子町田代鹿鳴川

採集記録
採集記録を分類群ごとに記述する．データ中の L

は幼虫の個体数を示す．標本は，明記されている
ものを除き採集者が保管している（上手雄貴・奈
美採集の場合には上手雄貴保管，森井隆文・保坂
慎太郎・深谷迅採集の場合には森井隆文保管）．

ゲンゴロウ科　Dytiscidae
キボシケシゲンゴロウAllopachria flavomaculata 

(Kamiya, 1938)
2 exs., 田代 , 21. VIII. 2005, 中島淳採集 ; 1 ex., 同 , 

3. VII. 2016, 上手雄貴・奈美採集；1 ex., 岳之田 , 20. 
VIII. 2005, 中島淳採集；7 exs., 万波 , 22. VIII. 2005, 
中島淳採集；5 exs., 安納 , 7. IX. 2016, 森井隆文・

図1. ムナビロツヤドロムシ; 図2. ヤクハバビロドロムシ．
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保坂慎太郎・深谷迅採集；1 ex., 大川田川 , 8. IX. 
2016, 森井隆文・保坂慎太郎・深谷迅採集 .

種子島初記録である．得られた標本の上翅斑紋
は，基部の紋の他に会合部付近の小縦紋と後部外
方に紋をもつ型である（図 3）．屋久島産は基部の
みに紋をもつ型が多いが，まれに会合部付近の小
縦紋と後部外方に紋をもつ型が出現する．その場
合には，後部外方の紋は会合部付近よりもやや大
きい程度の小紋となり，今回得られた種子島産と
は異なっているのが興味深い．

ガムシ科　Hydrophilidae
ツヤヒラタガムシAgraphydrus narusei (Satô, 1960)

4 exs., 岳之田 , 20. VIII. 2005, 中島淳採集 .
種子島からは Minoshima (2016) によりすでに記

録されているが，これは筆者の一人中島が採集し
た標本に基づいている．採集地は「Furuta, Nishino-
omote-shi（西之表市古田川脇川）」．

オガタツヤヒラタガムシ A g r a p h y d r u s  o g a t a i 
Minoshima, 2016

2 exs., 岳之田 , 20. VIII. 2005, 中島淳採集；3 exs., 
男淵・女淵の滝 , 2. VII. 2016, 上手雄貴採集 .

1 ex., 早稲田川 , 5. VII. 2016, 上手雄貴採集 .
種子島からは Minoshima (2016) によりすでに記

録されているが，これは筆者の一人中島が採集し
た標本に基づいている．採集地は「Furuta, Nishino-
omote-shi（西之表市古田川脇川）」．河川上流域の岸
辺付近をかき回すことより得られた．古田や岳之田
では前種と全く同所的に採集されており，興味深い．

コモンシジミガムシLaccobius oscillans Sharp, 1884
16 exs., 住吉 , 2. VII. 2016, 上手雄貴採集；8 exs., 

馬立の岩屋 , 20. VIII. 2005, 中島淳採集，上手雄貴・

中島淳保管；1 ex., 納官 , 9. IX. 2016, 森井隆文・保
坂慎太郎・深谷迅採集 .

上手（2007）においてコモンシジミガムシの分布
域に種子島が含まれているが，これは筆者の一人中
島が採集したものを上手により同定した標本がもと
になっている．採集記録は載せていないので，ここ
に種子島初記録として記録しておきたい．岩盤の染
み出しには多くの個体が生息しており，小さな流れ
からも得られているが，本土でよく得られる河川の
岸辺付近からは採集することができなかった．

ドロムシ科　Dryopidae
ムナビロツヤドロムシElmomorphus brevicornis 

Sharp, 1888
3 exs., 石波 , 22. VIII. 2005, 中島淳採集；1 ex., 石堂 , 

4. VII. 2016, 上手雄貴・奈美採集；3 exs., 早稲田川 , 
5. VII. 2016, 上手雄貴採集；9 exs., 安納 , 7. IX. 2016, 
森井隆文・保坂慎太郎・深谷迅採集；2 exs., 大川田
川 1, 8. IX. 2016, 森井隆文・保坂慎太郎・深谷迅採集；
4 exs., 大川田川2, 9. IX. 2016, 森井隆文・保坂慎太郎・
深谷迅採集 .

種子島からは大坪（2013）によりすでに記録さ
れている．水中の流木，植物体，溜まった落ち葉
などから得られた．

ヒメドロムシ科　Elmidae
ヤクハバビロドロムシDryopomorphus yaku Yoshitomi 

et Satô, 2005
1 ex., 中野 , 21. VIII. 2005, 中島淳採集；2 exs., 石

波 , 22. VIII. 2005, 中島淳採集；4 exs. + 1 L, 早稲田川 , 
5. VII. 2016, 上手雄貴採集；7 exs., 安納 , 7. IX. 2016, 
森井隆文・保坂慎太郎・深谷迅採集；8 exs., 大川田
川 2, 9. IX. 2016, 森井隆文・保坂慎太郎・深谷迅採集 .

種子島からは Yoshitomi ＆ Satô (2005) によりすで

図3. キボシケシゲンゴロウ; 図4. コモンシジミガムシ; 図5. キスジミゾドロムシ; 図6. アワツヤドロムシ．
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に記録されている．成虫は流れが緩やかになって
いる場所の小枝がまとまって浮かんでいる部分か
ら得られた．幼虫は植物の根際から得られた．

ゴトウミゾドロムシOrdobrevia gotoi Nomura, 1959
2 exs., 田代 , 21.VIII.2005, 中島淳採集；1 ex., 万波 , 

22.VIII.2005, 中島淳採集；1 ex., 石堂 , 4.VII.2016, 上
手雄貴・奈美採集；1 L, 又延橋 , 4.VII.2016, 上手雄
貴採集；1 ex., 屋之平橋 , 3.VII.2016, 上手雄貴・奈
美採集；1 ex., 安納 , 7.IX.2016, 森井隆文・保坂慎太
郎・深谷迅採集 .

種子島における採集記録は見当たらないが，野
村（1963）において本種の分布域に種子島（実際
には種子ケ島と記されている）が含まれている．
あまり多くないようで，6 か所から確認されたが，
いずれの産地も個体数は 1 ～ 2 頭であった．

キ ス ジ ミ ゾ ド ロ ム シ O rd o b re v i a  f o v e i c o l l i s 
(Schönfeldt, 1888)

3 exs., 万波 , 22.VIII.2005, 中島淳採集；39 exs. + 
5 L, 石堂 , 4.VII.2016, 上手雄貴・奈美採集；3 exs., 
又延橋 , 4.VII.2016, 上手雄貴採集；3 exs., 早稲田
川 , 5.VII.2016, 上手雄貴採集；1 ex., 男淵・女淵の
滝 , 2.VII.2016, 上手雄貴採集；21 exs., 屋之平橋 , 
3.VII.2016, 上手雄貴・奈美採集；12 exs., 拂山橋 , 
3.VII.2016, 上手雄貴採集；3 exs., 田代 , 21.VIII.2005, 
中島淳採集 ; 2 exs., 同 , 3.VII.2016, 上手雄貴採集；2 
exs., 同 , 29.VII.2005, 緒方健採集，上手雄貴保管 .

種子島初記録である．しかし，中・下流域を中
心に個体数は多く，中でも石堂では多くの個体が
確認された．本土においては，灯火には多くの個
体が飛来するものの，水域においてはほとんど見
られない場所もあるが，種子島では流水域で多く
の個体を確認することができた．また，7 月の調査

においては多くの個体が確認されたが，9 月の調査
では確認されなかった．

ホソヒメツヤドロムシZaitzeviaria gotoi (Nomura, 
1959)

11 exs., 岳 之 田 , 20.VIII.2005, 中 島 淳 採 集；7 
exs., 万波 , 22.VIII.2005, 中島淳採集；2 exs., 安納 , 
7.IX.2016, 森井隆文・保坂慎太郎・深谷迅採集；4 
exs., 大川田川 1, 8.IX.2016, 森井隆文・保坂慎太郎・
深谷迅採集．

種子島初記録である．上流域で多く確認された．

アワツヤドロムシZaitzevia awana (Kôno, 1934)
10 exs., 田代 , 29.VII.2005, 緒方健採集・上手雄貴

保管 ; 12 exs., 同 , 21.VIII.2005, 中島淳採集；2 exs., 
岳之田 , 20.VIII.2005, 中島淳採集；3 exs., 小牧野 , 
20.VIII.2005, 中島淳採集；2 exs., 中野 , 21.VIII.2005, 
中島淳採集；11 exs., 万波 , 22.VIII.2005, 中島淳採集；
12 exs. + 1 L, 石堂 , 4.VII.2016, 上手雄貴・奈美採集；
2 exs., 又延橋 , 4.VII.2016, 上手雄貴採集；4 exs. + 1 L, 
男淵・女淵の滝 , 2.VII.2016, 上手雄貴採集；5 exs. + 
1 L, 屋之平橋 , 3.VII.2016, 上手雄貴・奈美採集；1 
ex. + 4 L, 拂山橋 , 3.VII.2016, 上手雄貴採集；3 exs., 
安納 , 7.IX.2016, 森井隆文・保坂慎太郎・深谷迅採集；
4 exs., 大川田川 1, 8.IX.2016, 森井隆文・保坂慎太郎・
深谷迅採集．

種子島初記録である．中・下流域を中心に多く
の地点で確認された．今回は上翅の点刻や上翅側
片の形質から本種と判断したが，日本産 Zaitzevia
属に関しては，内袋形質に種の特徴が出やすいた
め（林成多博士私信），今後は内袋形質を含めた精
査が必要である．

図7. 西之表市住吉（岩盤の染み出し）; 図8. 西之表市石堂湊川．
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屋久島との比較
今回の調査により種子島から 4 科 10 種を確認し

た．近年，同じ大隅諸島に属する屋久島の流水性
甲虫類に関しても調査が行われ（例えば Yoshitomi 
＆ Satô, 2005; 林・藤原 , 2007; Ogawa, 2013），4 科
12 種が知られている（表 1，マルガムシについて
は林成多博士私信）．ここで両島の構成種を比較し
てみると，共通する種が，キボシケシゲンゴロウ，
ツヤヒラタガムシ，コモンシジミガムシ，ヤクハ
バビロドロムシおよびゴトウミゾドロムシの 5 種
のみであることがわかる．今後の調査において新
たに確認される種もあると思われるが，例えば種
子島では中・下流域で普通にみられ，本土におい
ては灯火にも良く飛来し，移動性の高いキスジミ
ゾドロムシやアワツヤドロムシなどは，屋久島に

は生息していない可能性が高い．隣り合う島でこ
れだけ構成種が異なるのが大変興味深いが，両島
ともまだ十分な調査がされていない為，今後のよ
り詳細な調査が望まれる．
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科名 種名 種子島 屋久島
キボシケシゲンゴロウ 〇 〇
クロマメゲンゴロウ 〇

ツブミズムシ科 クロサワツブミズムシ 〇
マルガムシ 〇
ツヤヒラタガムシ 〇 〇
オガタツヤヒラタガムシ 〇
コモンシジミガムシ 〇 〇

ドロムシ科 ムナビロツヤドロムシ 〇
ヤクハバビロドロムシ 〇 〇
ゴトウミゾドロムシ 〇 〇
アカモンミゾドロムシ 〇
キスジミゾドロムシ 〇
ナガアシドロムシ属の一種 〇
ツブスジドロムシ 〇
ホソヒメツヤドロムシ 〇
アワツヤドロムシ 〇
ウエノツヤドロムシ 〇

ガムシ科

ヒメドロムシ科

ゲンゴロウ科

表1. 種子島および屋久島の流水性甲虫類． 

【短報】ツマアカマルハナノミダマシ対馬の記録
ツ マ ア カ マ ル ハ ナ ノ ミ ダ マ シ Eucinetus 

haemorrhoidalis Germar の分布は北海道，本州 , 四
国 , 九州 ( 高倉 , 1987) であるが , 筆者は対馬で採集
しているので新分布地として報告する .

2exs., 久田川厳原町長崎県対馬 , 24. VIII. 2008, 筆
者採集 .

海岸に近い久田川にかかる小さい橋の上のライ
トトラップに飛来した．尾崎（1996）は，「この個
体は危うく跳ねられそうになって慌てて取り押さ
えた」と報告しており，本種は跳ねる習性がある
ようである．
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図1．ツマアカマルハナノミダマシ
対馬産．


